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応募企業では、自社で開発した巻き爪応急処置用品の社内での少量生産を検討しています。
しかし、製造設備や技術を持っていないため、具体的な素材や加工技術について検討すること
ができませんでした。そこで、自社製造に向けて応募企業の要望に応えられる素材や加工法に
ついて検討を行いました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

想定される加工の数量や時間、設備費用な
どをもとに、射出成型、ダイカット、レー
ザー加工について適性を評価しました。
使用実績のある医療用テープを用いて、当

初所有の小型レーザー加工装置で試加工を行
い、加工の可否や品質、加工時間を確認しま
した。

応募企業の要望に応えられる少量生産技術
について検討を行いました。
その結果、白色起毛素材以外の医療用テー

プであれば小型レーザー加工装置で加工可能
なことがわかりました。
ハイテクプラザ所有の小型レーザー加工装

置で試作したところ、加工の品質・速度とも
に要望に応えられることがわかりました。

研究期間：令和７年度

社会医療法人敬愛会 中頭病院HP より引用

図２ 小型レーザー加工装置による加工 図３ 素材の性状によるレーザー加工の可否
（左：通常素材での正常な加工、右：白色起毛素材で起こる異常加工）

図１ 巻き爪の症例
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